
　　　

 

　　　

　出火区画及び隣接区画以外の
　場所へ誘導させる。

※　上記の移動・行動線以外にも移動又は行動することができるものである。

隊員（○○ △○ 隊員（ 隊員（

①　入所者等に火災である旨及び避
　難すべき旨を伝達・指示する。

（３回繰り返し放送する）
非常放送設備
業務用放送設備
伝達手段なし

情 報 伝 達
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始
）

□
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１５秒後
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を記入する
隣 接 区 画 ：

■
□

(仮眠時)

＊移動手段
徒歩
非常用エレベーター

□

□
② 指示をする

本人が現場確認に行く

(仮眠時)
■他の隊員に現場確認の

は、移動又は行動する隊員名

○○

△○

（ 社 会 福 祉 施 設 ・ 病 院 ）

（

様式４
自 衛 消 防 訓 練 実 施 計 画 票

名称： 消防医院

火　　　災　　　発　　　生
自火報作動 階 室）２０５号2

分

分
※　廊下側に出火場所表示

分

限
界
時
間 上階隣接区画：

出 火 区 画 ： 8

12

-

1

①　自火報の受信機により出火場
　所を確認する。

階受信機設置場所：

人）

出 火 場 所 の 確 認

1 人）1 人）

現 場 確 認
①　出火場所に至って、現場の状況を確認■

＊行動開始時期
即時

１５秒後
　する。

□

■

　する。

＊通報手段
電話

火災通報装置等

停電時最寄階停止エレ
ベーター

②　「火事だー！」と２回叫ぶ。

１ １ ９ 番 通 報
①　火災である旨を消防署へ通報

待機場所等に火災の現場等の即
報をする
現場で１１９番通報をする

③
□

□

■

△○

防 火 戸 閉 鎖

□
□

出火室の扉の閉鎖
出火区画内の各室の扉閉鎖

□

初 期 消 火

＊消火手段
消火器（１５秒間放
射体制を維持する）
屋内消火栓（　人）
（３０秒間放射体制

■

　を維持する）
■
□

＊伝達手段
□

避   難   誘   導

■ 自力避難可能者 大声で「火事だ！○○○○へ避難

■
□

出火区画・隣接区画の防火戸閉鎖
隣接区画の扉閉鎖
　　　（バルコニー避難の場合）

出火区画内

の入所者等

の入所者等

ド（ストレッチャー）、背負い等
により避難させる。

避難場所

■
して下さい。」と叫び避難させる。

■ 自力避難困難者 腕で支える、車椅子、車付きベッ ■隣接区画内


